
  

 
 
 

入札番号 第 １ 号 

物 件 名 森林環境保全整備事業（尾去山外 2 国有林）  

 

 

 

 

契約書（案） 

林分条件調査表 

位置図 1/20000 

位置図 1/5000 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和  年  月  日

発注者 分任支出負担行為担当官
米代東部森林管理署長 五十嵐 和人   

請負者

納入期限 令和9年1月22日

納入場所 尾去山外2国有林3174林班ほ小班外
契約保証金 免除

備考

 この契約書の締結の証として、本文書に対し発注者及び請負者が署名を行ったものを
本システムで保存し、長期に渡って当該契約の成立及び内容を立証する。

契約金額
（税込み）

金        円
(うち消費税及び地方消費税相当額         円)

契約期間 令和 年 月 日（契約締結日の翌日）～令和９年1月22日

案件内容・仕様 別紙契約内訳書のとおり

(案)

造林事業請負契約書

 発注者 分任支出負担行為担当官 米代東部森林管理署長 五十嵐 和人と請負者
は、各々の対等な立場における合意に基づいて、本契約書及び契約内訳書、並びに令和
８年１月28日に交付した国有林野事業製品生産事業請負契約約款、素材の検知業務請負
契約約款によって公正な請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものと
する。

案件名称 森林環境保全整備事業（尾去山外2国有林）



１　事業名、請負物件、契約面積、請負予定数量、請負予定単価、請負予定金額、事業場所及び

生産完了検査場所

２　事業期間

自

至

３　選択条項　別冊約款中選択される条項は次のとおりである。

(選択されるものは○印、削除されるものは×印。)

契約書のとおり

契約内訳書

事業名 請負物件 契約面積
請負
予定
数量

事業
場所

生産完了
検査場所

×

第38条

×

契約保証金の納付 第4条第1項第1号

適用削除の区分 選択事項

令和　　年　　月　　日

令和　９年　１月２２日

× 公共工事履行保証証券による保証

第35条第4項×

前金払 分の　　　　以内

中間前金払

第40条○ 国庫債務負担行為に係る契約の特則

部分払 月１回以内○

請負
予定
単価

請負予定金額

支給材料及び貸与品 第15条

× 第35条第1項

× 契約保証金の納付に代わる担保となる有価証券等の提供 第4条第1項第2号

× 銀行、甲が確実と認める金融機関等の保証 第4条第1項第3号

選択条項

第4条第1項第4号

× 履行保証保険契約の締結 第4条第1項第5号



４　支給材料及び貸与物件

５　技術提案事項の履行確保

６　特約事項

別紙２、別紙３及び別添・特記仕様書のとおり

別紙１のとおり

なし

品名 品質規格 数量 引渡予定場所 引渡予定月日



別紙１

　請負者は、令和　　年　　月　　日付けで提出のあった技術提案書で提示した技術等については、

次のとおり評価された項目及び内容の履行を確保するものとする。

事業の計画・実施に係わ
る提案 事業計画上の考慮事項に係わる工夫・提案

自然環境への配慮、生産性向上に係わる工夫・提案

品質管理に係わる工夫・提案

安全対策に係わる工夫・提案

技術提案事項の履行確保

項　　目 評　価 内　　　容

事業計画の工程管理 事業計画の工程管理及び工程管理に係わる工夫・提案



林 小 班 伐 区 材 種 作 業 工 程 予 定 数 量 備 考

3174ほ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

309 

3174ほ1
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

74 

3174と
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

164 

3174と2
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

144 

3174と3
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

42 

3174と4
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

260 

3174と5
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

60 

3174と6
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

123 

3174と8
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

489 

3174ち
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

60 

3174ぬ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

251 

3174る
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

513 

3174る2
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

112 

3174る3
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

68 

3174わ伐区1
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

517 

3174わ伐区2
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

179 

3174か
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

704 

3174か1
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

52 

3174か2
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

84 

3174よ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

191 

3174そ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

80 

3174な
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

155 

3174む
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

21 

請　負　事　業　内　訳　書



林 小 班 伐 区 材 種 作 業 工 程 予 定 数 量 備 考

請　負　事　業　内　訳　書

3175ろ
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

28 

3175は
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

674 

3175は2
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

72 

3175は3
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

62 

3175は4
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

109 

3175は5
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

35 

3175に
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

29 

3175ら
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

47 

3175ら2
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

34 

3175ら4
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

89 

　計
一 般 材
低 質 材

 伐木造材・集
材・運材・巻立

5,831 



単位：ｍ3

注１　各物件の内訳数量を、検知業務請負契約の作業内容毎に基づき記載すること。

（５）の業務 　低質材及び低評価一般材の層積検知（縦、横、高さを測る）を行

い指定野帳に記載し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行

う作業。

（１）の業務 　素材の長級・径級を測定、木口表示を行い、指定野帳に記入し、

巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。

（２）の業務 　素材の長級・径級を測定、品等格付け、木口表示を行い、指定野

帳に記入し、巻立標示板の貼り付け、スプレーの塗布を行う作業。

検知業務請負（作業内容）

計 ４，８３１

素 材 （１）の業務 ２，１３９

（２）の業務 ５０２

（５）の業務 ２，１９０

検 知 業 務 請 負 作 業 内 訳 書

物件番号 材 種 作 業 工 程 予 定 数 量 備 考



別紙２

適用削除

の 区 分

7 年度 0 円 第40条第１項

8 年度 円

7 年度 0 円 第40条第２項

8 年度 円

× 前払金 第41条

× 翌会計年度の前払金相当額 円 第41条第３項

〇 部分払 第42条

第42条第２項

7 年度 0 回 第42条第３項

8 年度 11 回

〇
各会計年度において部分払
を請求できる回数

〇
支払限度額に対応する各
会計年度の出来高予定

×
前払金の支払を受けている
場合の部分払額の決定

(a)

(b)

国庫債務負担行為に係る契約の特則

選 択 事 項 選 択 条 項

〇
各会計年度における請負
金の支払限度額





別添

1

2 　国有林材の生産量の調整の必要が生じた場合には、生産調整に可能な範囲で

3

4
をする物件であり、直送システムの予定数量は1,000ｍ３とする。なお、安定

自動選別機で計測された本数・材積を採用する方法。

　本契約は、国有林材（製品）の安定供給システム販売における直送システム

供給システム販売の公募において、直送システムに関する企画提案の申請がな
い場合は、山元土場での巻立経費及び検知数量を変更する。
※直送システムとは、山元土場での検知は行わず、安定供給システム協定者の

売した丸太を運搬するときの支障とならないようにする。

特　記　仕　様　書

　虫害時期においては、防虫対策として薬剤散布を行い製品の品質管理に努め
ること。

協力する。

　林業機械が林道を走行する場合は、雨天時を避ける等林道の保全に努め、販



（様式6）

2

巻立

本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量
フォワーダ

片道運搬距離 数量
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付きﾄﾗｯｸ

片道運搬距離 数量 数量 林地傾斜 延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ m ㎥ ｍ ㎥ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

3174ほ 水涵保 スギ 42 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 6.22 25 22 2,025 613 0.30 301 8 309 全木 613 プロセッサ 309 1705 309 500 309 309 緩 尾去沢支所 6.5 作業期間　11/30まで

3174ほ1 水涵保 スギ 41 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 1.49 25 22 484 147 0.30 72 2 74 全木 147 プロセッサ 74 1226 74 500 74 74 緩 6.5 〃

3174と 水涵保 スギ 38 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 2.83 25 20 1,113 328 0.29 163 1 164 全木 328 プロセッサ 164 444 164 500 164 164 緩 6.5 〃

3174と2 水涵保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 2.45 25 22 863 273 0.32 140 4 144 全木 273 プロセッサ 144 712 144 500 144 144 緩 6.5 〃

3174と3 水涵保 スギ 37 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 0.73 25 20 286 85 0.30 42 0 42 全木 85 プロセッサ 42 805 42 500 42 42 緩 6.5 〃

3174と4 水涵保 スギ 51 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 4.43 25 22 1,557 493 0.32 252 8 260 全木 493 プロセッサ 260 805 260 500 260 260 緩 6.5 〃

3174と5 水涵保 スギ 51 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 1.00 25 22 350 111 0.32 58 2 60 全木 111 プロセッサ 60 520 60 500 60 60 緩 6.5 〃

3174と6 水涵保 スギ 52 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 2.09 25 22 743 232 0.31 119 4 123 全木 232 プロセッサ 123 304 123 500 123 123 緩 6.5 〃

3174と8 水涵保 スギ 53 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 8.3 25 22 2,932 923 0.31 474 15 489 全木 923 プロセッサ 489 462 489 500 289 289 緩 6.2
〃
直送

3174ち 水涵保 スギ 37 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 1.04 25 20 409 121 0.30 60 0 60 全木 121 プロセッサ 60 1556 60 500 60 60 中 6.5 〃

3174ぬ 水涵保 スギ 54 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 3.29 25 24 810 467 0.58 247 4 251 全木 467 プロセッサ 251 1764 251 500 251 251 中 6.5 〃

3174る 水涵保 スギ 55 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 6.61 25 24 1,629 939 0.58 506 7 513 全木 939 プロセッサ 513 1983 513 500 313 313 中 6.5
〃
直送

3174る2 水涵保 スギ 56 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 1.43 25 24 355 203 0.57 111 1 112 全木 203 プロセッサ 112 1302 112 112 中 4.6 〃

3174る3 水涵保 スギ 37 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 1.18 25 20 465 137 0.29 68 0 68 全木 137 プロセッサ 68 1745 68 68 中 4.6 〃

3174わ伐区1 水涵保 スギ 77 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 4.99 25 40 614 876 1.43 517 0 517 全木 876 プロセッサ 517 1165 517 317 中 4.6
〃
直送

3174わ伐区2 水涵保 スギ 77 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 2.31 25 42 241 393 1.63 175 4 179 全木 393 プロセッサ 179 1367 179 179 中 4.6 〃

3174か 水涵保 スギ 50 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 9.42 25 24 2,327 1,338 0.57 695 9 704 全木 1,338 プロセッサ 704 1317 704 504 緩 4.6
〃
直送

3174か1 水涵保 スギ 48 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 0.7 25 24 174 99 0.57 51 1 52 全木 99 プロセッサ 52 1220 52 52 緩 4.6 〃

3174か2 水涵保 スギ 49 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 1.12 25 24 273 159 0.58 83 1 84 全木 159 プロセッサ 84 1224 84 84 緩 4.6 〃

3174よ 水涵保 スギ 40 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 3.23 25 20 1,272 375 0.29 190 1 191 全木 375 プロセッサ 191 1524 191 191 緩 4.6 〃

3174そ 水涵保 スギ 37 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 1.38 25 20 539 160 0.30 80 0 80 全木 160 プロセッサ 80 1049 80 80 中 4.6 〃

3174な 水涵保 スギ 74 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 2.40 25 32 306 285 0.93 153 2 155 全木 285 プロセッサ 155 1820 155 155 中 4.6 〃

3174む 水涵保 スギ 75 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 0.34 25 30 57 42 0.74 21 0 21 全木 42 プロセッサ 21 1701 21 21 中 4.6 〃

伐採方法

　　令和８年度　　　林分条件調査表
森林管理署 米代東部森林管理署
物件番号
物件名 森林環境保全整備事業（尾去山外2国有林）

林小班
保安林
種別等

主要樹種
林
齢

事業区分 面積
伐
採
率

平均
胸高
直径

立木資材量 生産量

備　考

伐倒 集・造材 小運搬 森林作業道作設 林地保全
土場

作設等
砂利
数量

薬剤
散布
（ｽﾐﾊﾟ
ｲﾝ）

予定作業量

鉄板
規格*枚数

最寄り市町村
からの距離



（様式6）

2

巻立

本数 材積 ㎥/本 Ｎ Ｌ 計 方法 数量 方式 数量
フォワーダ

片道運搬距離 数量
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付きﾄﾗｯｸ

片道運搬距離 数量 数量 林地傾斜 延長
2種
編柵

緑化

 ha ％ cm ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ m ㎥ ｍ ㎥ ㎥ 緩・中・急 m m ㎡ ｈ ㎥ ℓ ｋｍ

伐採方法

　　令和８年度　　　林分条件調査表
森林管理署 米代東部森林管理署
物件番号
物件名 森林環境保全整備事業（尾去山外2国有林）

林小班
保安林
種別等

主要樹種
林
齢

事業区分 面積
伐
採
率

平均
胸高
直径

立木資材量 生産量

備　考

伐倒 集・造材 小運搬 森林作業道作設 林地保全
土場

作設等
砂利
数量

薬剤
散布
（ｽﾐﾊﾟ
ｲﾝ）

予定作業量

鉄板
規格*枚数

最寄り市町村
からの距離

3175ろ 水涵保 スギ 70 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 0.28 25 28 62 50 0.81 28 0 28 全木 50 プロセッサ 28 525 28 28 緩 4.7 〃

3175は 水涵保 スギ 56 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 7.88 25 22 2,758 1,229 0.45 671 3 674 全木 1,229 プロセッサ 674 418 674 474 緩 4.6
〃
直送

3175は2 水涵保 スギ 54 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 0.86 25 22 298 134 0.45 72 0 72 全木 134 プロセッサ 72 113 72 72 緩 4.6 〃

3175は3 水涵保 スギ 55 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 1.25 25 16 693 124 0.18 53 9 62 全木 124 プロセッサ 62 125 62 62 緩 4.7 〃

3175は4 水涵保 スギ 54 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 2.21 25 16 1,227 218 0.18 92 17 109 全木 218 プロセッサ 109 139 109 109 緩 5 〃

3175は5 水涵保 スギ 37 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 1.07 25 20 279 69 0.25 34 1 35 全木 69 プロセッサ 35 120 35 35 緩 4.4 〃

3175に 水涵保 スギ 60 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 0.33 25 22 121 51 0.42 29 0 29 全木 51 プロセッサ 29 46 29 29 緩 4.9 〃

3175ら 水涵保 スギ 37 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 0.56 25 30 91 95 1.04 46 1 47 全木 95 プロセッサ 47 92 47 47 中 6 〃

3175ら2 水涵保 スギ 37 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 0.40 25 30 62 68 1.10 33 1 34 全木 68 プロセッサ 34 584 34 34 中 6 〃

3175ら4 水涵保 スギ 37 保育間伐（活用型） 列状間伐(1伐3残) 1.05 25 30 157 179 1.14 87 2 89 全木 179 プロセッサ 89 121 89 89 中 5 〃

合計 84.87 25,572 11,016 5,723 108 5,831 11,016 5,831 5,831 2,089 4,831 12,000 150
C-80

350
150倍希釈

6,300

１ 量の端数は単位以下第１位を四捨五入し、単位止めとする。
２ 面積は伐採面積とする。
３ 森林作業道作設の林地傾斜欄は以下の区分とする。
　　緩：０°～２０°、中：２０°～３０°、急：３０°以上

６　その他必要な項目があれば備考欄に記載する。

４  最寄りの市町村役場（支所含む）からの距離欄は、物件番号毎の代表箇所について市町村役場を記入し、距離は単位以下第１位止めとする。
５　伐採箇所、土場、森林作業道作設予定線(既設集材路含む）、編柵および沢については、作業計画図に図示する。






